	都市計画実習　生活安全環境班　中間発表　レジュメ　2010年5月18日

未利用資源発見!?　カスケード利用でお風呂値下げ＆ブランド牛誕生
班員：鳥本・岡本・島田・盆子原・茂木　　担当教員：吉野邦彦　TA：杉田拓


1.背景

　近年、エネルギーの浪費による地球温暖化が深刻になり、世界的な問題となっている。つくばでは、研究機関・行政が連携し、低炭素社会システムを構築するため3Eフォーラムが開かれている。また、つくば市は、つくば環境スタイルを打ち出し、2030年までにCO2排出量を50％削減すると掲げている。将来世代へ良好な地球環境を残していくためにも、新たな化石燃料をできるだけ使わず、資源を最大限再利用し、温室効果ガスを極力排出しないことが重要である。
実際につくば市ではバイオマスタウンの一環として廃食油のバイオディーゼル燃料化（図１）や、低炭素田園空間の創出に向けて緑地の整備に取り組んでいる。だが、調べていく中でつくば市から出る未利用資源を活用する余地はまだあるのではないかと思った。
資源を最大限に活用する方法としてカスケード利用という観点がある。これは、一度使用した資源はそのものとしての質は下がるが、下がった質に合わせた利用をすることで、新たな資源の浪費を防ぐことができ、環境負荷はもちろん、経済的負担までも下げることができるという概念である。この考えは、日本でも古くから「もったいない」という精神のもとに行われてきた未利用資源再利用の手法である。このカスケード利用という切り口で、つくば市の未利用資源について検討する。
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図１　つくば市の廃食油回収告知のチラシ

2.目的

[image: image6.jpg]


つくば市の廃食油と刈草を、持続可能かつ協力者のモチベーションが上がる形で解決するカスケード利用システムを提案する。それによって社会的コストを抑えつつ、未利用資源を最大限利用できる社会システムを構築する。
3.現状把握
3.1.廃食油について

3.1.1 つくば市に廃食油の回収状況をヒアリングした。

2009年の4月から廃食油を回収している。この１年間で14000ℓが回収された。回収された廃食油はバイオディーゼル燃料に精製され市立幼稚園のバスに使っている。
図２　研究の進め方

3.1.2つくば市での廃食油量を推定

つくば市で廃食油の回収を徹底したときに何ℓくらい集まりどのくらい活用できるかを知りたいので、統計資料からつくば市の廃食油量を推定した。

まず、油脂の世帯別平均購入量を求める。

油脂の世帯別平均購入量（１）、（２）
＝世帯平均食用油購入金額÷食用油の平均価格

＝3144円÷0.305円/g

＝10308g

次に、年間の１家庭から出る廃食油量を推定する（３）、（４）
１家庭から出る推定廃食油量（年間）

＝世帯平均購入量×つくば市の世帯数
×廃油率÷廃油性状（油の密度）

＝10308g×86022世帯×0.4÷923.9g/ℓ

＝約38万リットル

3.1.3  3.1.2の推定の裏付けと、つくば市内の家庭における廃食油の処理についての実態、刈草の焼却処分を市民はどう思っているのか知るため、アンケート調査を行った。
	日時：5月14日～16日

場所：つくば市の北条・栗原・つくばセンター・二の宮

アンケート実施者数：103人

アンケート回答者：66人


質問内容

	1. つくば市の取り組みを知っているか

2. つくば市の廃食油回収に参加しているか

3. つくば市の廃食油回収に参加しない理由

4. 一ヶ月に家庭から出る廃食油の量

5. 刈草の焼却処分をどう思うか


結果
1.

[image: image2.emf]つくば市で廃食油を回収しているのを知っていますか？
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図３　つくば市の廃食油回収についての認知
2.
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図４　つくば市の廃食油回収への参加状況
3.

廃食油回収に参加しない理由
「回収場所がわからない」
「システムがよくわからない」

「参加の仕方がわからない」
4.

66世帯の廃食油全排出量は18.872ℓ

（このデータを使うと、つくば市全体の廃食油排出量は、

18.872ℓ÷66世帯×86022世帯＝約30万ℓと推計される）

5.
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図５　刈草の焼却処分をどう思うか
3.2.1.つくば市の公園や街路樹から発生する刈草の処理方法、刈草の量、処理コストを各部署にヒアリングした。

松代公園の刈草の量は、年3.5tで、刈草はすべて焼却処分している。天久保公園を含む3公園の委託費　約550万円

（つくば市都市施設課）

刈っている草の量はつくば市、石岡、土浦など近辺５市の合計で、年間２千トンあり、年に１～２回の除草作業をしている。焼却処分は、１万５千円／１tの費用がかかる。
（土浦土木事務所・道路管理事務課）

4.計画の概要
つくば市内で約30数万ℓの廃食油が捨てられてしまっていることがわかる。安全生活環境班で提案する廃食油のカスケード利用は下記の通りである。 
1. 食用油にする。

2. 家畜の飼料に使う。

3. 燃料化

植物残渣（刈草）について

1. 家畜のえさにする

2. 堆肥化する

3. 燃料化する
5.本調査・試算

廃食油について

5.1.1.回収した家庭用廃食油を再び食用油にする計画である。

既に市販の食用油濾過器が売っている。ただし、食品の安全上合意が得られない可能性がある。また、回収してまで食用油に再生するのかという問題がある。

5.1.2.廃食油を家畜の飼料に使う計画。

既に廃食油を飼料に加工する業者がいる。業者委託するには多量の廃食油が必要になる。

5.1.3.1.家庭用廃食油を回収し、一の矢宿舎の給湯ボイラーやハウス栽培用のボイラーへ利用する。これによって、使用する重油の量が減り、低炭素社会の形成を促進するだけでなく、経費節減を可能にして、廃食油回収のモチベーションを上げたい。廃食用油は燃やしてもカーボンニュートラルの考えでは重油を買って燃やすよりは環境負荷が低いといえる。

	一の矢宿舎風呂で使っている重油の量
（管理業者へのヒアリング調査）

年間利用者数　延べ10万人

年間重油消費　10万リットル

重油の値段　約61円/リットル（５）


ただし、廃食油を精製せずに利用するにはボイラーの改良が必要となる。先進事例としては佐賀県唐津市のあるクリーニング（６）が挙げられる。そこでは既存のボイラーを廃食用油が使えるように改良した。目詰まりや燃えやすさのムラなどを、「ろ過」と「季節ごとに重油と廃食用油の混合割合を変える」ことで解決している。

5.1.3.2.廃食油からバイオディーゼル燃料に精製する。つくば市では昨年の４月から、使用済みてんぷら油を回収している。つくば市へのヒアリング調査によると、月に1200リットルが集まるそうだ。この廃食油は、ある業者に委託してバイオディーゼル燃料に精製されて、市の公用車に使われている。だが、現在では自動車の技術革新が進み、ハイブリッド車などの低燃費車はもちろん、電気自動車・燃料電池自動車が普及し始めようとしており、ガソリンや軽油の需要は減っていくだろう。軽油の代替としてのバイオディーゼル燃料への需要は減っていくのではないかと考えられる。よって、バイオディーゼル燃料よりボイラー燃料のほうが
植物残渣（刈草）について

5.2.1市内に家畜を放牧して緑地を整備してもらうか、植物残渣をサイレージに加工して家畜の飼料とする計画。まず、畜産の現状とサイレージ飼料に関する理解を深めるため、インタビュー調査を、生命環境科学研究科の田島敦史教授にお願いした。インタビュー調査で以下のことが分かった。

	1 畜産農家が家畜飼料に求める条件

· 同じ量で同じ品質の飼料が継続的に供給される

· ある家畜が生まれてから死ぬまで、同じ飼料を食べ続けられる

· その家畜に合った栄養素の種類と割合

2 サイレージ飼料に求められる条件

· 草に農薬が使われていない

· 刈り取り時期が適切である

· その家畜に合った繊維の種類と割合


また放牧のコストについて山口型放牧研究会の資料（７）、近畿中国四国農業研究センター（８）から
	電気牧柵施設
	190,890円

	給水施設
	104,360円

	その他設備
	191,395円

	合計
	486,645円


というデータを得た。
つくば市内で出る植物残渣を単にサイレージ化しても、それを現在の飼料市場に出して需要を見込めるほどの品質にするのは困難であることが、インタビュー調査でわかっている。そこで、サイレージを市場に出すのではなく、そのサイレージを幼少から食べさせて育てた家畜を、筑波大ブランドとして売り出すのがこの計画案である。育てるのは生産性に影響が比較的少ない雄子牛で、筑波大学の敷地内で育てる。植物残渣を燃やす代わりに、発酵させ飼料にし、筑波大学ブランド「知識牛」として育成して、カスケード利用の周知や地域活性化にもつなげようというシステムである。

5.2.2.堆肥化

現在、産業技術総合研究所では敷地の片隅に「堆肥ヤード」を作っている。年間約150㎥の堆肥を作り、研究所内の樹木の堆肥にしているそうだ。だが、現在堆肥は供給過多であるといわれており、費用をかけても堆肥として利用されない可能性がある。

5.2.3.燃料化

RDF燃料とするか、植物残渣の焼却熱を有効利用する計画。

RDF（Refuse Derived Fuel）とは
廃棄物を熱圧縮・成形する事で固形燃料化したもので、発電やボイラーの燃料になる。製造コストがRDFトン当たり1.5～2 万円と高くなってしまうのが難点である。さらに、RDFは自然発酵や自然発熱が原因で事故が起きたことがあるので、安全管理を十分にする必要がある。

6.今後の予定

6.1.廃食油について

廃食油の効果的な回収方法・コストについてはまだ検討をしていないので、実際に廃食用油がどれだけ集まるのかアンケート・試算をする必要がある。また、一の矢宿舎の給湯ボイラー改良にかかるコストや問題点を検討する。廃食油のろ過設備新設にかかるコスト試算も行う。
6.2.植物残渣（刈草）について

学内で牛を放牧することに向けて具体的な費用調査を行う。肉牛育成にかかるコストや放牧に協力する人材についても検討する

サイレージ加工では、どこからどのように刈草を持ってくるのかを検討し、コストを試算する。堆肥化については、堆肥の需要量や堆肥で必要とされる質について調査し、検討する。
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